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オガサワラグワ里親計画

　『オガサワラグワ里親計画』は，絶滅危惧種オガサ
ワラグワを，各地の植物園に分散保存することで，希
少な遺伝資源を確実に将来に残していくことと，植物
園に展示することで，そこを訪れる多くの人にオガサ
ワラグワや小笠原諸島の自然について知ってもらうこ
とを目的として平成 31 年 2 月に開始しました。この
計画は森林総合研究所林木育種センター，日本植物
園協会，小笠原村の 3 者の共同事業で，日本植物園
協会に所属する植物園が里親になります。里親第 1
号は東京都立神代植物公園で，平成 31 年 4 月に苗
木の受け渡しを行う予定です。
　小笠原諸島は東京の南約 1,000 km の太平洋に浮
かぶ海洋島で，独自に進化した固有種が数多く生息し
ていることから，東洋のガラパゴスともいわれ，2011
年には世界自然遺産に登録されました。固有種の宝庫
である小笠原諸島ですが，実は，絶滅危惧種の宝庫
でもあります。明治初期に始まった開拓期以降，人間
活動によりもたらされた直接的・間接的影響で，多く
の固有種が絶滅の危機にさらされています。
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（国研）森林研究・整備機構 森林総合研究所林木育種センター　磯田 圭哉

図1．弟島に生育するオガサワラグワ．

　オガサワラグワも小笠原諸島の固有種で，絶滅の危
機にある種の一つです。オガサワラグワは長い年月を
かけて大きく成長する樹木で，その材は硬く耐久性が
高く緻密で木目が美しいため家具や工芸用として重用
され，希少であったことから非常に高値で取引された
といわれています。しかし皮肉なことに，このことが
災いして，明治の開拓期にほぼ伐りつくされてしまい
ました。さらに追い打ちをかけるように，父島と母島
では，薪炭材として導入されたアカギに生育地を奪わ
れ，養蚕のため導入されたシマグワが野生化したこと
により交雑が起こり，純粋なオガサワラグワの種子が
ほとんどできなくなり，弟島以外でオガサワラグワが
天然更新する可能性がきわめて低くなりました。この
ような歴史を経て，オガサワラグワは現在父島，弟島，
母島の 3 島に百数十個体を残すのみとなり，これら現
存個体の枯死が絶滅に直結する可能性が高いと考え
られ，環境省のレッドリストでは絶滅危惧 IA 類（ご
く近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて
高いもの）に分類されています。
　このようなオガサワラグワの危機的状況を勘案し
て，林木育種センターは平成 16 年から林木ジーンバ
ンク事業の一環として組織培養技術等のクローン増殖
技術を用いて，オガサワラグワの生息域外保全を進
めてきました。既に現地では枯死してしまった個体を
含む約 100 クローン（現存木の約 7 割）を現在保存
しています。保存したクローンは，再増殖して，野生
復帰試験等に利用したり，小笠原村により整備された

「オガグワの森」「ハハモリ」に植栽したりして活用し
ています。「オガグワの森」「ハハモリ」は，小笠原諸
島が平成 30 年に返還 50 周年を迎えた記念事業とし
て，小笠原の自然を身近に感じてもらうための自然公
園として，地元住民や多くのボランティアによって整
備されました。自生地に近い生息域外保全地として，
オガサワラグワの保全にとって重要な位置づけになり
ます。
　冒頭で述べましたように，『オガサワラグワ里親計
画』は，各地の植物園が里親になって，林木ジーンバ
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　平成 30 年 11 月 9 日～ 11日，国立科学博物館上
野本館において東アジアと東南アジアにおける植物多
様性保全の情報共有と問題解決に向けた議論，植物
多様性の重要性と必要性の発信を目的とした国際シン
ポジウム「東・東南アジアにおける植物多様性保全」
が開催されました（日本植物園協会共催）。このシン
ポジウムは学術シンポジウムと公開シンポジウムの 2
部構成になっており，前者では東アジア，東南アジア
から 13 名の研究者（うち日本人 1 名），後者では 7
名の日本の植物園関連研究者に講演して頂きました。
各講演タイトル等は国立科学博物館 HP 内に現在で
もアーカイブとして掲載されていますのでご参考下さ
い。両シンポジウムとも事前受付制で各参加者は学術
シンポジウムで 110 名，公開シンポジウムで 124 名と

国立科学博物館国際シンポジウム 2018
「東・東南アジアにおける植物多様性保全」の報告

国立科学博物館筑波実験植物園　國府方 吾郎

満員御礼の大盛況となりました。
　 学 術 シ ン ポ ジ ウ ム「Plant Biodiversity 
Conservation in East and Southeast Asia」 で は，
植物多様性保全に関する多岐にわたる講演があり，東・
東南アジアの植物多様性保全に関する様々な情報，
問題点などを共有することができました。使用言語は
英語でしたが，同時通訳を行ったことでより多くの方
に講演内容を理解して頂くことができました。今回の
学術シンポジウムの意義として，東アジア植物園ネッ
トワークと東南アジア植物園ネットワークの両方に参
画している日本植物園協会がその立場を活かし，これ
までに正式な交流がなかった両ネットワークを結びつ
け，初となる協同事業を実現したことが挙げられます。
今後，このシンポジウムをきっかけとして両ネットワー
クの交流が深まることが期待されます。また，期間中
に研究者が交流を深めたことでいくつかの新たな国際
協同プロジェクトが生まれたことも意義の 1 つとして
挙げられます。
　公開シンポジウム「日本の植物多様性を考えよう」
では，植物多様性保全研究の第一線で活躍されてい
る研究者に植物多様性の現状と問題，植物園における
保全・研究・発信，植物多様性の魅力などに関する
講演をして頂きました。実施したアンケートでは 9 割
以上の参加者が「満足した」と回答し，この公開シン図 1．学術シンポジウムの集合写真．

ンクで保存しているオガサワラグワのクローンを保存・
展示するものです。これまで林木育種センターが単独
で保存していましたが，複数の植物園にも分散保存す
ることでバックアップとなり，遺伝資源をより確実に
保存することができます。希少種のなかには収集や育
成，増殖が難しい種も少なくありません。オガサワラ
グワもその一つで，植物園という植物育成のプロの手
によって，しっかりと保存されることは，とても重要
なことなのです。「オガグワの森」のような自然状態に
近い条件で育成するのは難しく，枯死してしまう可能
性も少なくありません。もし枯れてしまっても，同じ
クローンが植物園に保存されていれば，遺伝資源を失
うことはありません。
　里親計画のもう一つの重要な役割は，多くの人にオ
ガサワラグワや小笠原の自然について知ってもらうこ
とができることです。これまでは，保存すること自体
や小笠原に里帰りさせることが目的でした。しかし，

植物園で展示することで，そこを訪れる多くの人の目
に触れる機会を得ることができます。里親計画では，
オガサワラグワを植栽して展示するだけでなく，オガ
サワラグワや小笠原の自然に関する展示や公開セミ
ナーなどを行うことを計画しています。このような企
画を通して，小笠原や絶滅危惧種の保全に対する理
解を深めてもらいたいと考えています。

図 2．組織培養による生息域外保存．



　平成 30 年 7 月 11日～ 12 日に神代植物公園にお
いて，植物研究会を開催しました。当日は，13 の会
員園・団体から 31 名，ならびに個人会員 2 名の合計
33 名（事務局を含め約 45 名）の参加がありました。
　今回は，当園が保存栽培・展示普及に取り組んで
いる伝統園芸植物のうち，ハナショウブをテーマに講
習会や講演会，施設案内等を行いました。
　1日目の初めは，当園の栽培担当職員が，室内にてハ
ナショウブの株分けを解説・実演し，参加者へも作業 
を体験していただきました。いずれも基本的な内容で
すが，株分けの方法や植付けに当たっての留意点，使
用する用土や植付後の肥培管理等を詳細に説明し，ア
イスブレイクも兼ねた実習は，皆様からも好評でした。 
　続いて，当園圃場に移動し，担当職員が江戸系や
肥後系などハナショウブ約 200 品種（鉢物）をはじめ，
この 6 月にナショナルコレクションの認定を受けたサ
クラソウ約 300 品種の栽培状況を紹介しました。サ
クラソウの解説に当っては，長年にわたり当園でサク
ラソウの保存栽培に貢献された鳥居恒夫氏に解説をし
ていただきました。
　その後，講習室にて，ハナショウブ研究で知られる

玉川大学農学部教授の田淵俊人先生をお招きし，ハ
ナショウブの分類と栽培管理を中心に講演いただきま
した。豊富なスライドを使用し，ノハナショウブから
どのように花菖蒲が生まれてきたのか，歴史と栽培法
を交えた学術的で実務にも役立つ講演を拝聴しまし
た。とくに，DNA 解析に基づき江戸系品種が信州の
ノハナショウブに，伊勢系や長井地方の品種群が地元
のノハナショウブに起源がある等のお話は，ロマンを
感じる大変興味深い内容でした。
　2 日目は，午前中が大温室と栽培棟をはじめとする
植物園本園，午後は植物多様性センターを各担当職
員が案内し，随所で質疑応答を行いました。実務担当
者が栽培管理に関する案内と説明を行ったことで，各
地で植物の栽培・展示に取り組む，関係者の皆様に
何らかのお役に立てたものと感じています。また，参
加された皆様との相互の情報交換を通じ，関係者間
のネットワークの充実に寄与するとともに，当園職員
にとっても意識啓発につながる，有意義な研究会とな
りました。
　参加された皆様，ご協力，本当にありがとうござい
ました。

（公財）東京都公園協会 神代植物公園　飯田 有貴夫 

平成 30 年度 第 1 回植物研究会報告
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ポジウムによって，植物多様性の重要性とその保全の
必要性，植物園の役割を十分に発信できたと実感して
います。特に今回は大学生など若い世代の参加者が
通常の科博国際シンポジウムよりも多く，彼らが積極
的に質問する姿勢からこの分野の明るい将来を垣間見
ることができました。一方，我々としても参加者から
植物園として実施する植物多様性関連のプロジェクト
を推進する活力を頂きました。
　このシンポジウムの期間中，第 7 回東アジア植物園
ネットワークのビジネスミーティングが開催され，次

回の同ネットワークのシンポジウムは 2020 年に中国
の上海辰山植物園で開催されることが決定しました。
このビジネスミーティングの詳細につきましては植物
園協会誌第 53 号に掲載されているので参考にして下
さい。
　最後に本シンポジウムにお力沿い頂きました（公財）
国際花と緑の博覧会記念協会，（公財）東京都公園協
会，（公財）東芝国際交流財団，朝日新聞社にこの場
をお借りして御礼申し上げます。

図 1．ハナショウブ植付実演． 図 2．園内視察案内．



Newsletter No. 28 March 2019

4

　関東拠点園は「国営武蔵丘陵森林公園都市緑化植
物園」「国立科学博物館筑波実験植物園」「国民公園
新宿御苑」「東京大学大学院理学系研究科附属植物園」

「東京大学大学院理学系研究科附属植物園日光分園」
「東京都神代植物公園」「北里大学薬学部附属薬用植
物園」の 7 つの植物園により構成される植物多様性
保全のためのネットワークです。平成 19 年 12 月 20
日に小石川後楽園で東京都神代植物公園の幹事によ
る第 1 回関東拠点園担当者会議を開催してから，平
成 31 年 3 月12 日に新宿御苑で開催した関東拠点園
担当者会議で 48 回目をむかえました。本ニュースレ
ターでは関東拠点園の概要，特色，取組，平成 30 年
度の活動報告等を紹介させていただきます。

＜概要＞
　関東拠点園担当者会議は，各園の担当者が情報交
換や議論を行える場として設けられました。複数の植
物園が協力することで，それぞれの強みを活かし，互
いに協力しながら取組を実施しています。また，個々
の植物園ではなく関東拠点園全体としての活動計画を
議論しながら立案し，共通認識を持って活動を行って
おります。
＜特色＞
　関東拠点園担当者会議は担当者が集まる貴重な機
会でありますので，外部の専門家，他地域の拠点園，
近隣植物園等にお声掛けをし，一緒に議論に加わって
いただくことで，外部からの視点を活動に反映してい
ます。外部の専門家等に会議へ参加していただくこと
は，見られているという意識から，責任を感じ意欲的
な活動の実施につながっています。また，外部の方と
繋がれることで，新たなネットワークを紹介していた
だいたり，知見をいただけるという恩恵にもあずかっ
ています。
＜取組＞
　関東拠点園活動の取組の根本にあるものとしては，
日本植物園協会が植物多様性保全 2020 年目標の達
成を目指していることがあります。このゴールの達成
に向けて微力ながらの貢献として，日本産絶滅危惧種
の 75％を域外保全することを目指して，関東地域に
分布する絶滅危惧植物の自生地に出向き，種子採集
を実施しています。
　また，日本産絶滅危惧種を網羅する効果的な保全
手法を提示するため，絶滅危惧種特性情報データベー
スの分科会を開催して，活動を推進しております。

平成 30 年度関東拠点園の活動報告
環境省新宿御苑　関 勝雄

＜市民団体とのネットワーク＞
　関東拠点園では，地元の団体とのネットワークの構
築を重要視していて，千葉県地域では「安房生物愛
好会」，茨城県地域では「茨城生物の会」「自然友の会」

「土浦植物友の会」，栃木県地域では「今市の自然を
知る会」，埼玉県地域では「埼玉県絶滅危惧植物種調
査団」，群馬県地域では「群馬県自然環境調査研究所」

「群馬県立自然史博物館」の協力を得て，上述の自生
地における絶滅危惧植物の種子採集を行っておりま
す。また，東京都地域では東京都神代植物公園が情
報連絡会を開催して地元団体と情報交換を行い，種
子採集等の活動を行っております。
＜平成 30 年度の活動報告＞
　平成 30 年度の関東拠点園の活動実績は以下のとお
りです。
•	 平成 30 年 6 月 14 日に第 46 回関東拠点園担当

者会議を開催（於 新宿御苑）。
•	 平成 30 年 12 月11日に第 47 回関東拠点園担当

者会議を開催（於 同上）。
•	 平成 31 年 3 月 12 日に第 48 回関東拠点園担当

者会議を開催（於 同上）。
•	 関東拠点園活動として植物園協会未保有種であ

る「イワアカザ（CR）」「ミョウギカラマツ（CR）」「キ
バナノショウキラン（EN）」「トダイアカバナ（VU）」

「トネテンツキ（VU）」の種子採集を実施。
＜最後に＞
　関東拠点園担当者会議は，立場に関係なく自由闊達
に話し合いができるサロンのような場であることを目
指しております。関東地域以外の拠点園，拠点園では
ない植物園の参加も大歓迎です。皆様の参加をお待
ちしております。

図 1．キバナノショウキラン自生調査．
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　六甲高山植物園は，1933 年（昭和 8 年）に開園し
て今年で 86 年目を迎えます。六甲山の頂上付近，標
高 865m に位置しています。神戸市街地からは車で
30 分ほどのところにありますが，平均気温は 9 度と
市街地より5 度低く，冷涼な気候に恵まれています。
園内は高山植物を植栽しているロックガーデン，渓流
沿いの湿地を利用した湿生植物区，ブナなどの樹林区
があり，環境にあわせて自然に近い状態で植栽してい
ます。
　山の谷間の地形を活かして作られた植物園で，六甲
山のオオイワカガミやササユリ，コアジサイ，リンド
ウなどが自生しています。それらの六甲山自生植物を
絶やさないよう，環境を維持するよう管理しています。
特にササユリは，イノシシの害や山が手入れされずに
暗くなったため六甲山では減少していますが，園内で
は年々増えていてその価値が上がっています。イノシ
シよけの柵の更新や草刈り，適度な明るさを保つため
の樹木の伐採など，好環境を維持することで六甲山の
中での保護施設的役割を果たしています。季節になる
と「以前は山にたくさんあったけれど最近は見られな
くなったので植物園に見に来ました」という方も多い
です。またアジサイに寄生するキヨスミウツボも，六
甲山ではあまり見られなくなり，園内のものが貴重に
なっています。別荘や保養所の利用が盛んだったころ
はアジサイの手入れも行き届き登山道付近に群生もあ
りましたが，最近では数が減ったためです。昨年は 7
月の西日本豪雨や度重なる台風の襲来で，園内もさる
ことながら六甲山全体各所で土砂崩れ，倒木などの被
害が発生しています。幸い当園のブナの大木やオオイ
ワカガミの群生などに被害はありませんでしたが，自
然災害による植物への被害は年々激しさを増すと考え

られます。植物園が植物の避難所になるように，環境
の維持を心がけたいです。
　当園は植物多様性保全拠点園の地域拠点園となっ
ています。毎日 2 回の職員による無料ガイドでは， 
六甲山自生植物や絶滅危惧植物の説明も織り交ぜ
ながら，30 分ほどで園内の植物を解説しています。 
また 5 月 4 日の植物園の日には，外部講師による特別
講演会を行っています。一昨年は「六甲山の生物多
様性と六甲高山植物園の役割」，今年は「高山植物に
ついて（仮題）」です。小学生向け夏休みイベントと
して行った「夏休みの宿題解決　観察の達人になろう
～絶滅危惧種編～」では，イラストを多用した解説で，
絶滅危惧植物を知るきっかけを作りました。4 年前の
湿地改修工事の際は，新たに六甲山の湿地再現区も
作りました。宅地造成のためなどで失われたかつて 
六甲山にあった豊かな湿地を再現して，サギソウやウ
メバチソウ，サワギキョウ，モウセンゴケなどを植栽
しています。
　地元の神戸山草会は，神戸市西区にある雌岡山の
ケスハマソウの保護増殖に取り組まれていました。現
在は自生地に入っての積極的な活動はされていません
が，会員の方が系統保存して栽培されています。兵
庫県絶滅危惧種Ⅱ類，神戸市絶滅危惧種Ⅰ類に指定
されているケスハマソウを約 20 年前に寄贈していた
だき，当園でも増殖していました。会員の高齢化もあ
り，オオミスミソウよりも栽培が難しく個人で維持す
るのが難しくなったため，2 年前から新たに寄贈して
いただいています。神戸山草会の方の意思を継ぎ，増
やしていきたいと思います。六甲山系の植物だけでは
なく，環境を活かして高山植物の系統保存をするため
の栽培技術の向上にも努めたいです。

六甲高山植物園
植物園の取組み

六甲高山植物園　三津山 咲子

図 1．ササユリ． 図 2．ケスハマソウ．
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　現在，唐津市の湿原や北九州市の山で観察ガイド
としてボランティアらしきことをさせていただいてお
り，その他，低山での山歩きをしている。そこで近年
気になるのが，外来生物の従来環境への浸潤で，日
本在来の生物への影響がかなり深刻な状況に置かれ
ているのではないかと思われる。ここに例示し，今日
的問題として，各方面の方々に考えていただきたい。
　近世（江戸時代末期以降）において，人や物資の
移動が活発になり，ことにここ近年は著しく，動植物・
疾病などの流入が容易になり，豊かさ？や便利さと引
き換えに，種々の問題が生じている。それらの移入に
関しては，物資への混入や付着，また人為による場合，
野生動物を介してなど多様である。移入当初は大した
ことではなくとも，点だったものが線となり，また面と
なるにつれ，人々に認識され，種々の環境への影響も
生じる事態になり，その事の重大さに気づくことが多
い。
　歴史的に記録されている古い事例としては，モウソ
ウチクがあり，1736（元文 1）年に薩摩藩に伝えられ
たとされ，その後，その有用性のため各地に伝播した。
しかし，現在の状況を見ると，多くの地域が里山や森
林への侵入・破壊などとその旺盛な生長（目に見える
地上部の生育期間は 1 カ月程度である）や繁殖力に
困惑している（図 1）。まともに管理されている竹林に
おいては，周辺地域へ浸潤するような状況はほとんど
なく，このことは，人の手を離れた結果と見ることが
できる。以下は，その例である。
1.	 管理下から逃れたものでは，アサ，カラシナ，セ

イヨウアブラナ，ノアサガオ，アメリカハマグルマ，
ベンガルヤハズカズラ，ヒメツルソバ，キショウブ，

ナピアグラス，マダケ，ハチク，セイバンモロコ
シ，ボタンウキクサ，ホテイアオイ，オオサンショ
ウモなどが挙げられる。

2.	 環境保全（法面・環境緑化など）を意図したも
のの結果として周辺地域への逸出・撹乱をして
いるものには，ヨモギ属，セイヨウノコギリソウ，
オオキンケイギク，フランスギク，コマツナギ属，
ハギ属，シナダレスズメガヤ等々。

3.	 繁殖形態の無関心さによる結果として生育範囲を
拡大したものでは，セイヨウタンポポ，オオオナ
モミ，カタバミ属，テンダイウヤク，クワ，キウ
イフルーツ，ワルナスビ，ヒルガオ，タカサゴユ
リ等々。

4.	 植物（街路樹，果樹，多年草など）の移動に伴い，
生育範囲を拡大したものでは，タマシダなど。

　これは目的の植物のみならず，これらを食草とする
昆虫やその他の生物等も移動し，生息域を拡大してい
ることも認識する必要がある。
　日本という，ほとんど隔離された地誌的環境の下で
進化形成された多くの生物の形態的・生理的，遺伝
子的な混乱をこれ以上増加させることのないよう努め
る必要があるのではないだろうか。個々の生物は，将
来どのような価値を発揮するのか不明であり，多くの
抗癌剤や 2015 年ノーベル生理学・医学賞を受賞され
た大村智先生が研究されていた土壌中の有用微生物
からの生理活性有機化合物などのような有用性のある
物質を温存している可能性を秘めている。今日まで調
査研究されているものは，存在しているもののごくご
く一部であり，残っているものは実はある意味で無限
と言えるのかもしれない。
　大陸の国と異なり，海でほぼ隔離された日本の環境
下で，これまで生命を繋ぎ，形成された遺伝子を，こ
れ以上汚染させないような形で，後世に渡したいもの
である。汚れた遺伝子を元の状態に復元することは，
まず不可能である。育種においては大変重要である。
　以上のことからも，行政，企業，団体など，それぞ
れ関係があると思われる機関や部署との連携を図り，
これ以上の生態系や遺伝的混乱を招来せぬようすべき
ではなかろうか。時間が経つほど，汚染や混乱は進ん
でいくものです。

生物多様性の危機について
コラム

日本植物園協会 賛助会員　香月 茂樹

図 1．この景観は，放置されたため，全山モウソウチクに被われて
しまったもの．2015 年 11月，福岡市早良区飯場．
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　兵庫県立フラワーセンターは，「花に関する知識の
普及および栽培技術の向上と憩いの場の提供」という
設置目的の下，昭和 51 年に兵庫県加西市に開園しま
した。開園当初は小型の展示温室のみで，その後たび
たび温室の整備を行ってきましたが，昭和 59 年の大
温室群整備に伴い，日当たりが悪くなった一部の展示
温室は，日陰に強く室内でも栽培可能なゲスネリア（イ
ワタバコ科植物の総称）専用の展示温室として活用す
ることとなりました。
　その当時，わが国ではグリーンインテリアの素材と
して，日陰に強いゲスネリアが注目されつつあったが，
当時はごく一部の原種及び園芸品種しか導入されてい
なかったことから，大阪府立大学の冨士原教授を中心
に，全国の植物園において原種及び園芸品種の海外
からの導入に力を入れ始めました。しかし，属や種ご
とに栽培環境や栽培方法が異なることから，栽培管理
は困難を極め，継続的に種や品種を維持保全できた
植物園は非常に限られています。
　また，ゲスネリアの中でも早くから園芸化されたス
トレプトカーパス属は，アフリカ大陸とマダガスカル
島を中心に約 150 種の原種が自生しており，日本でも
園芸品種が古くから栽培されていました。しかし，他
のゲスネリアと同様に育種素材として利用された原種
は数種に限られていたため，市場に出回る園芸品種は
青，赤紫，白などと花色の変化に乏しく，さらに葉が
長すぎて株全体のバランスが悪いうえに，輸送中に葉
を痛めることが多いなど，鉢花として普及させるには
課題が多く見られました。
　兵庫県立フラワーセンターでは上述の設置目的に
鑑み，これらの課題に果敢に取り組むこととし，1990
年頃から海外の育種家や栽培マニアから原種の種子
を導入し，それらの栽培管理技術を確立するとともに，

それらの優れた形質を利用して新たな園芸品種の作
出を試みました。具体的には，バウデルティやケンタ
ニエンシスなどを交配親として草姿の改善を行い，ま
た，メエリや近年発見されたリリプタナを用いて，3
号鉢仕立てが可能なミニ品種群を育成しました。さら
に，一葉種を利用した小輪多花性や八重咲，フリンジ
咲など，花型に変化のある品種や，濃色系や覆輪，黄
色の品種など，既存の園芸品種にはない多様な花色の
品種も育成してきました。加えて，ゲスネリアのセン
トポーリア属が，2016 年に発表された新たな分類体
系である APG Ⅳにおいて，ストレプトカーパス属に
統合されたことから，当園においてもセントポーリア
属をストレプトカーパス属として取り扱うこととし，タ
ンザニアなどに自生する原種と栽培品種合わせて 28
種をコレクションに含めることとしました。
　これらのコレクションは当園のバックヤードで展示
担当者を中心に鉢植え栽培しており，挿し木，播種，
移植，採種等の管理を継続的に行い，脆弱で増殖が
難しい品種についてはできるだけ増殖して 1 品種につ
き 2 株程度を保有するよう努めており，一稔性の原種
については種子を採種し保存しています。大温室内の
ゲスネリア室において一年を通じて開花した株を展示
するとともに，本コレクションを用いて､ 当園の「ス
トレプトカーパス展」を毎年 10 月に温室内で開催し，
通例約 100 品種約 200 株を展示しています。当園で
繁殖させた苗や開花株を園内ガーデンショップにおい
て販売もしています。
　現在，ストレプトカーパス属のコレクションは，原種
66種，栽培品種264品種，合せて300種を超えており，
わが国で保全されているストレプトカーパス属を網
羅する上での基準となっており，当園作出品種と原
種等の種類をナショナルコレクションに申請中です。 

兵庫県立フラワーセンターのストレプトカーパス属コレクション
各園のコレクション紹介

兵庫県立フラワーセンター　廣瀬 健司

図 1．ストレプトカーパス ケンタニエンシス（Streptocarpus kentaniensis）． 図 2．ストレプトカー パ ス リトル カン（ 当園 作 出品 種 ）
（Streptocarpus ‘Little Kan’ ［Magnetosphere × lilliputana］）．



配置されており，1 園に数十人の教育普及のスタッフ
が活躍している植物園もあるほど近年重要視されてい
ます。世界の主たるメンバーが集う今回の会議は，女
性の参加者も多く，非常に活発に朝から晩まで議論や
情報交換が行われ，この分野の重要性とエネルギー
に圧倒されました。
　植物園といえば，生物多様性について伝えるという
イメージもあるかもしれませんが，会議中の会話では，
地球温暖化や人口増加による食料不足問題，水問題
など「植物」が関係するあらゆる環境問題が話題とし
て上がり，植物園の役割の広さを感じました。例えば，
マイクロプラスティック問題に対しては，食堂のスト
ローやお土産袋，栽培ポットや資材袋など植物園内の
プラスティック製品の使用を辞めると宣言しておられ
る園もあり，身近なところから植物園が取り組める環
境保全に向けた活動やそのアピールについても考える
機会となりました。
　次回の会議は，2022 年 3 月に南米アルゼンチンで
開催予定です。ちょっと（かなり！）遠いですが，ぜ
ひ参加して日本各地の植物園の多彩な教育活動につ
いての情報発信も行なっていきたいですね。

参考文献等
1.	 BGCI ホームページ　http://www.bgci.org（2019

年 1 月10 日閲覧）
2.	 久保登士子（2016）日本の植物園における「植

物園教育」始動の意義と課題．博物館学雑誌 41: 
75−86．
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　平成 30 年 9 月10 日（月）から14 日（金）にかけて，
第 10 回植物園教育国際会議（10th International 
Congress on Education in Botanic Gardens）が開
催されました。会議はポーランドの首都ワルシャワに
あるワルシャワ大学と 200 周年を迎えたワルシャワ大
学植物園を中心に行われました。50 カ国の国々から
約 300 名の植物園の教育活動に携わる関係者や研究
者が集いました（1）。
　 こ の 会 議 は，Botanic Gardens Conservation 
International（以降，BGCI）（植物園自然保護国際
機構）という国際組織が中心となって 1991 年から
2 年から 4 年ごとに世界各地で開催されてきました。
BGCI は植物の多様性保全活動を推進することを目的
とした国際組織（1987 年に設立。本部は英国の英国
王立 Kew 植物園内）で，100 カ国から約 500 の植物
園が加盟しています（日本からは 3 園加盟）（1）。これ
まで，世界植物保全戦略という，世界の植物の多様
性を守るための世界的な指針を生物多様性条約事務
局とともに発行し，各国の関係機関や植物園の活動を
支援してきました。今回の会議も，その活動の一環と
いうことになります。
　さて，今回の会議のテーマは「Bringing Nature to 
the City」ということで，「都市に自然を」という大き
な主題のもと，①都市の庭，②新しい教育ツール，③
協働，④学校教育の支援，⑤来園者の開拓，⑥イン
パクトの測定，⑦ポーランドの植物園教育の 7 つの
テーマが募集され，約 130 の発表等が行われました。
日本からも 3 名参加し，摂南大学の伊藤優さんは「大
学教育のための QR コードシステム」，千葉県立博物
館の林浩二さんは「持続可能な開発目標（SDGs）と
植物園」，筆者は「来園者をとらえる日本の食虫植物展」
について発表を行いました。
　日本の植物園にはまだ学芸員などの配置が少なく，
植物園教育の組織は発達していない課題については
別で報告しました（2）。一方，世界の植物園には教育
専門の部局があり，専門教育を受けたスタッフが多く

第 10 回植物園教育国際会議に参加して
教育・普及活動の紹介

日本植物園協会 賛助会員　久保 登士子

図 1．集合写真．




